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１ 主な観測所の雨量（ﾐﾘ） （平成１０年（＝１９９８年）８月）

観測地点 8/２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 総雨量 最大雨量／ｈ（日時）

隈 戸 １６０ ４２１ ７９ １０５ １１７ ９ ８９１ ６１ﾐﾘ/h(8/26 18:00~)

町 屋 １０５ ２０３ ３７ １０１ ８７ ９ ５４２ ４０ﾐﾘ/h(8/27 8:00~)

下新城 ４２ １５１ ３５ １１０ ７７ １１ ４２９ ３１ﾐﾘ/h(8/26 18:00~)

白河市 １３０ ３２３ ６５ １１９ １０４ １０４ １２ ５９ﾐﾘ/h(8/27 8:00~)

※白河市の平年の８月の月間雨量は２００ﾐﾘ、年間平均降水量は１，２８０ﾐﾘ

２ 被害状況

（１）河川被害（堤防など）

河川数 １０ 被害箇所 ６６ 被害額 ５９億３，５２０万円

（２）道路・橋梁被害 （３）水道施設被害

区 分 箇所数 被 害 額 施設数 １５ 被害額 ８，３００万円

道 国 道 １ ８５０万円

県 道 ８ ２億２，０３０万円 （４）社会教育施設被害

路 村 道 ９２ ５億５，６９０万円 聖ケ岩ふるさとの森 １００万円

橋 県道橋 １ １億０，０００万円 中山義秀ゆかりの家 推定不能

梁 村道橋 １７ １億０，５５０万円 （取り壊し）

合 計 被 害 額 ９億９，１２０万円

（５）公立学校関係被害 （６）家屋の被害

学校・施設名 棟数 被 害 額 区 分 棟数 世帯数 人 数

信夫第一小 ０ ０円 全 壊 ３棟 ３ １６人

信夫第二小 ２ ２６万円 半 壊 ２棟 ２ １１人

大 屋 小 １ ８万円 一部破損 １棟 １ ２人

大 信 中 ４ １億２，９００万円 床上浸水 ３７棟 ３０ １５３人

給食センター １ １００万円 床下浸水 ７２棟 ６７ ３２４人

計 １１５棟 １０３ ５９６人

（７）農林業の被害

区 分 箇所数 被 害 額 （８）人的被害

農 地 ２３８ １３億５，６００万円 死 者 １名

農 ため池 ５ ４，８００万円 負傷者 重傷 ３名

業 頭首工 ２０ ３億６，３００万円 軽傷 １名

用 水 路 １６２ ４億１，２００万円

施 道 路 ８７ ２億８，３００万円

設 橋 梁 １０ ９．８００万円

揚水機 １ １，８００万円

排水施設 ５ １億１，１９０万円

農 出 物 － ３億８，２８０万円

山 林 － ２９１万円

林 産 物 － ６１５万円

林業施設 － ２３４万円

林 道 ６ １億４，１００万円

計 － ３２億２，３２２万円

資料 「８．２７水害」の概要（旧大信村の記録）
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（９）大信中学校の惨状
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生徒会活動（全校集会）学習指導案（略案）

日時：令和元年１０月９日（水）第５校時

場所：体育館 指導者：矢内雄大

（１）題材 「自分の住む地域の防災計画を作ろう」

（２）題材設定の理由・・（略）

（３）学習過程

段階 学習活動・内容 時間 形態 ○教師の支援 ▲評価

活動の １ 前時までの振り返りをする。 5 一斉 ○ワークシートを見返して災害発生

開始 時の行動の確認をさせる。

２ 生徒代表からの課題の提示 5 一斉 ○前時までの反省を読んだ感想を含

災害による被害を防ぐために、私た めて、生徒代表に話をさせる。

ちはどう行動すればよいか？

活動の ３ 方部毎に防災計画を作る。 30 班 ○前時までの話し合いを基に、班の

展開 ・班は全１８班編成で行う。 行動を考えさせる。

・ＫＪ法により意見を出し合う。

・話し合いながら、自分たちのすべき行 ○各班のリーダーに司会をさせ、ど

動を紙にまとめる。 の班員からも意見が出るように

進行させる。

▲リーダーが班員の意見を吸い上

げている。

○他人の意見は否定せずに取り上

げさせる。

▲班員が進んで意見を出している。

４ 各グループの防災計画のポスターセッ 20 班 ○質疑応答を行えるように集中し

ションを行う。 て聞かせる。

・発表を前半と後半に分け、持ち時間４

分の中で発表と意見交換を行う。 ▲意見交換の際に感想を伝え合う

など交流を行っている。

５ 代表のグループが発表を行う。 10 一斉 ○よくまとめられている方部をい

くつか選び、代表に発表させる。

○授業を振り返っての感想をワー

クシートにまとめさせる。

まとめ ６ 授業の振り返りを行う。 4 一斉 ▲積極的に話し合いに参加できた

かを振り返っている。（ワークシ

ート）

○話し合いの様子について生徒に

評価を伝える。

７ 教師の講評と次時の連絡を聞く。 1 一斉

資料 学習指導案
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平時に有事を想う･･

資料 平時に有事を思う
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校学中信大

今
回
は
聴
衆
の
前
で
の
弁
論
に
は
な

立

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
莉
織
さ
ん
は
普

市

段
か
ら
、
生
徒
会
長
と
し
て
コ
ロ
ナ
問

河

題
に
対
し
て
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る

白

本
校
は
一
昨
年
度
の
創
立
五
十
周
年
事
業

こ
と
は
な
い
か
と
、
常
に
問
題
意
識
を

を
皮
切
り
に
、
８
・

水
害
を
教
訓
と
し
た

持
っ
て
行
動
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が

27

防
災
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

よ
く
表
さ
れ
た
内
容
で
し
た
。

は
、
こ
れ
を
も
と
に
福
島
県
中
学
校
教
育
研

コ
ロ
ナ
が
む
し
ば
む
の
は
人
間
の
体

究
会
の
公
開
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

だ
け
で
は
な
く
心
だ
と
い
う
想
い
か
ら

そ
し
て
今
年
度
は
、
福
島
県
の
「
地
域
と

の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
10

号

共
に
創
る
放
射
線
・
防
災
教
育
推
進
事
業
」

月
の
聖
流
祭
で
皆
さ
ん
に
お
披
露
目
す

２

の
指
定
校
と
な
り
、
８
／

に
防
災
学
習
の

る
予
定
で
す
。

27

２

授
業
を
全
県
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

第

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

夏
の
話
題
を
２

策
の
た
め
、
公
開
は
中
止
で
す
が
、
県
の
事

つ
。
ご
紹
介
が
遅

業
担
当
者
や
先
生
方
の
代
表
を
お
招
き
し
て

れ
ま
し
た
が
職
員

防
災
学
習
の
授
業
自
体
は
実
施
致
し
ま
す
。

室
に｢

製
氷
機｣

が

今
年
度
の
防
災
学
習
の
最
重
要
課
題
は
、

入
り
ま
し
た
（
上

日

「
地
域
と
の
連
携
」
で
す
。
こ
の
２
年
間
学

の
写
真
）
。
こ
れ

７

ん
で
き
た
大
信
地
域
の
８
・

水
害
に
つ
い

は
出
田
創
業
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
物

27

１

て
、
実
際
に
現
地
を
取
材
し
、
地
域
の
方
の

で
す
。
熱
中
症
対
策
や
傷
病
の
手
当
て

月

お
話
を
聞
い
て
学
習
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

の
た
め
に
す
ぐ
に
氷
が
使
え
る
の
は
、

７

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

本
当
に
助
か
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ

祝
日
の
７
／

(

木
・
海
の
日)

に
、
取
材
活

い
ま
し
た
。

23

年

動
を
実
施
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
各
地
区

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
信
保
育
園
前

２

の
「
防
災
新
聞
」
を
作
成
し
ま
す
。

駐
車
場
か
ら
の
坂
道
や
、
校
庭
周
辺
に

和

保
護
者
の
皆
様
に

｢

ル
コ
ウ
ア
サ
ガ
オ｣

の
種
を
蒔
き
ま
し

令

は
す
で
に
別
紙
で
お

た
。
早
く
も
今
週
、
花

知
ら
せ
し
て
お
り
、

を
つ
け
た
株
も
あ
り
ま

ま
た
各
町
内
会
長
様

す
。
こ
れ
か
ら
秋
口
に

に
も
ご
協
力
を
要
請

か
け
て
、
赤
く
て
小
さ

し
て
お
り
ま
す
が
、

い
花
が
咲
き
ま
す
（
下

重
ね
て
取
材
活
動
へ

の
写
真
）
。
登
下
校
時

の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
皆
さ
ん
の
目
の
保
養

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

８
・

に
向
け
た

27

地
域
取
材(
７
・

)23

表
彰
お
め
で
と
う

☆
白
河
市
青
少
年
健
全
育
成
会
議

少
年
の
主
張
大
会

優
秀
賞

黒
川
莉
織

「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
」

学
校
だ
よ
り

三
年
先
の
稽
古

発
行
：
校
長

益
子

朗
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「
高
き
住
居
は
子
孫
の
和
楽

想
え
惨
禍
の
大
津
波

こ
こ
よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な

明
治
二
十
九
年(

明
治
三
陸
大
津
波)

に
も

昭
和
八
年(

昭
和
三
陸
大
津
波)

に
も

津
波
は
こ
こ
ま
で
来
て

部
落
は
壊
滅
し
、
生
存
者
わ
ず
か
に

前(

明
治
の
大
津
波
の
時)

に
二
人
、

後(

昭
和
の
大
津
波
の
時)

に
四
人
の
み

幾
年
経
る
と
も
要
心
あ
れ
」 過

去
の
災

害
の
教
訓
が

役
に
立
っ
た

校

好
例
と
し
て

学

有
名
な
の
が

中

東
日
本
大
震

信

大
信
中
学
校
で
は
、
平
成

年
の
８

災
の
時
の
岩

10

大

・

水
害
を
も
と
に
防
災
学
習
を
進
め

手
県
宮
古
市
姉
吉
地
区
の
石
碑
（
右
の

27

立

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
過
去
の
災
害
を

写
真
）

で
す
。

海
岸
か
ら
約
８
０
０
ｍ
、

市

学
ぶ
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
、
実
際
の

標
高
約

ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
石
碑
に

60

河

例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
左
は
下
小

は
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
日

白

明
日
か
ら
４
連
休
と
い
う
の
に
、
そ

屋
の
日
篭
か
ら
上
小
屋
に
か
け
て
の
地

と

の
初
日
に
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ

図
で
す
が
、
昨
年
の
台
風

号
の
時

夏
休
み
前
の
４
連
休
と
な
り
ま
す
。
も

19

ん
で
す
が
、
明
日

日(

木
・
海
の
日)

と
、
先
日
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
の

と
も
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
の

23

は
、
防
災
学
習
の
一
環
と
し
て
、
生
徒

時
と
、
全
く
同
じ
場
所
か
ら
水
が
湧
い

特
別
措
置
で
祝
日
に
な
っ
て
い
た
の
で

が
各
地
域
毎
に
取
材
学
習
を
い
た
し
ま

て
道
路
が
冠
水
し
て
い
ま
す
。

す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
夏
に
延
期

す
。
町
内
会
長
さ
ん
や
地
域
の
災
害
に

つ
ま
り
、
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
熟

さ
れ
た
の
で
、
単
な
る
４
連
休
だ
け
が

号

詳
し
い
方
に
お
話
を
聞
い
た
り
、
水
害

知
し
て
い
れ
ば
、
次
に
被
害
が
起
こ
る

残
り
ま
し
た
。

３

危
険
箇
所
や
避
難

の
は
ど
こ
か
、
注

一
方
、
コ
ロ
ナ
危
機
発
生
以
来
、
か

２

所
な
ど
を
確
認
し

意
す
る
場
所
は
ど

な
り
の
日
数
が
臨
時
休
校
と
な
り
、
そ

第

た
り
し
ま
す
（
雨

篭

こ
か
、
ど
う
い
う

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
１
学
期
の
授

天
順
延
、
荒
天
の

備
え
が
必
要
か
が

業
日
が
７
月
一
杯
に
な
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
中
止
）
。

日

は
っ
き
り
し
、
避

上
、
２
学
期
の
始
ま
り
も
早
く
な
り
ま

８
・

(

木)

＝

難
計
画
や
対
策
が

こ
の
石
碑
は
昭
和
三
陸
大
津
波
の
後
、
す
。
夏
休
み
期
間
は
例
年
の
半
分
ほ
ど

27

た
い
し
ん
防
災
の

立
て
や
す
く
な
り

生
き
残
っ
た
人
々
が
中
心
と
な
り
、
お

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

日

日
に
向
け
て
の
大

ま
す
。

金
を
出
し
合
っ
て
建
て
た
そ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
休
日
と
授
業
日
が
小
刻

２

切
な
取
材
学
習
で

各
方
部
毎
に
、

明
治
の
大
津
波
で
大
き
な
被
害
が
出
た

み
に
繰
り
返
す
よ
う
な
、
変
則
的
な
夏

２

す
。
各
方
部
と
も

今
後
の
防
災
に
活

の
に
、
昭
和
の
大
津
波
で
ま
た
同
じ
事

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う

月

力
を
合
わ
せ
て
、

か
せ
る
成
果
が
得

を
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔

時
に
大
切
な
の
は
、
体
調
の
管
理
や
、

７

よ
い
取
材
を
し
て

ら
れ
る
こ
と
を
期

か
ら
、
後
世
の
人
々
に
そ
の
思
い
を
伝

学
習
・
生
活
の
リ
ズ
ム
を
い
か
に
保
つ

き
て
く
だ
さ
い
。

待
し
て
い
ま
す
。

え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

年

姉
吉
地
区
で
は
こ
の
教
え
を
守
り
、

プ
ロ
野
球
で
は
、
な
ん
と

連
戦
が

12

２

こ
の
石
碑
よ
り
も
海
側
に
は
１
軒
の
家

組
ま
れ
た
り
、
逆
に
プ
ロ
ゴ
ル
フ
で
は

和

屋

も
建
て
て
お
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
の

大
会
と
大
会
の
間
が
１
ヶ
月
も
空
い
た

令

時
も
、
他
地
区
に
出
か
け
て
い
て
亡
く

り
と
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
、
こ
れ

小

川

な
っ
た
方
を
除
く
と
、
犠
牲
者
が
１
人

ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
変
則

も
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
八
十
年
以

日
程
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

上

戸

上
前
の
人
々
が
残
し
て
く
れ
た
教
訓
が

こ
う
い
う
時
こ
そ
差
が
つ
く
の
だ
と

現
代
の
人
々
を
救
っ
た
の
で
す
。

思
い
ま
す
。
泣
き
言
は
言
っ
て
い
ら
れ

隈

私
た
ち
が
８
・

水
害
に
つ
い
て
学

な
い
の
で
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

27

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ
が

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
し
て
、

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

い
い
夏
に
し
ま
し
ょ
う
！

明
日
か
ら
４
連
休
で
す
が
・
・

明
日
は
地
域
取
材

５
日
間
の
授
業
日

史
上
最
長
の
第
２
学
期

目
指
す
べ
き
生
徒
像

体

鍛
え
る
大
信
中
生

徳

温
っ
た
か
大
信
中
生

知

学
ぶ
大
信
中
生

学
校
だ
よ
り

三
年
先
の
稽
古

発
行
：
校
長

益
子

朗
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資料 各方部の防災新聞（一部）

（隈戸方部） （赤坂③方部）

（田園町府方部） （堂山・増見方部）
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資料 各方部で考えた碑文

学習のまとめとして、東日本大震災時に人々を救った「姉吉の石碑」のように、後世の人々に残す
べき教訓を各方部の「碑文」として考えさせた。
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各地区の碑文 （順不同）

下新城① 「人間の作ったものはおもちゃ」 赤坂① 「赤坂は高台で安全なため家に居るべし」

隈 戸 「災害に備えて役立つ備蓄品」 下新城② 「『災害なんてないものだ』と思う気持ちをなくす」

下小屋①「防災は事前の準備大切に」 宮・大 「災害が起きたらみんなで力を合わせて乗り越えよう」

赤坂②「予想して事前に買おう非常食」 田園町府 「災害では一人一人の行動が重要だ」

町 屋 「町屋は、雨が降らなければとても平和な所」 中沢・豊地 「日頃から防災散歩をしておこう」

堂山・増見 「早く！逃げる！！」 下新城③ 「自分の身は自分で守る」

石久保① 「一人ひとりが素早く避難しよう」 石久保② ｢石久保団地の道路の下に家を建てるな｣

中新城・赤坂 「準備は最大の予防策」 上新城・後沢 「上新城は大信の中でも安全な地域」

※実際の被害状況により、素早い避難を呼びかける方部、備蓄を呼びかける方部、安全をアピール
する方部など、地域による特徴がはっきり出ている。
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大

信

中

学

校

の

あ

ゆ

み

１
９
６
７
年
（
昭
和

年
）

月

日

大
信
村
議
会
で
「
大
信
中
学
校
」
の
新
築
を
議
決

42

10

20

校

１
９
６
８
年
（
昭
和

年
）
３
月

日

大
信
村
議
会
で
統
合
中
学
校
の
設
立
を
議
決

43

10

学

１
９
６
８
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

統
合
中
学
校
設
立
、
大
信
村
立
大
信
中
学
校

と
称
す
る

43

中

初
代
校
長
・
円
谷
泰
秋

氏

着
任

信

１
９
６
９
年
（
昭
和

年
）
３
月

日

校
舎
Ⅰ
期
工
事
竣
工
、
翌
年
１
月

日

校
舎
Ⅱ
期
工
事
竣
工

44

10

31

大

１
９
７
０
年
（
昭
和

年
）
４
月
４
日

新
校
舎
に
て
授
業
開
始
（
生
徒
数
４
１
１
名
）

45

立

月

日

屋
内
体
育
館
竣
工
（
床
面
積
９
５
６
㎡
）

11

15

市

月

日

統
合
中
学
校
落
成
式
挙
行

11

24

河

１
９
７
１
年
（
昭
和

年
）
２
月
１
日

校
歌
制
定
（
作
詞

丘
灯
至
夫

作
曲

古
関
裕
而
）

46

白

一
昨
年
度
、
統
合
五
十
周
年
を
迎
え

ミ
リ
で
す
か
ら
、
１

月
６
日

校
舎
竣
工
記
念
碑
建
立

11

ち
ょ
う
ど
三
千
五
百
人
の
卒
業
生
を
輩

年
分
に
匹
敵
す
る
降

１
９
７
２
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

２
代
校
長
・
菊
地

実

氏

着
任

47

出
し
た
大
信
中
学
校
。
そ
の
半
世
紀
の

水
量
が
、
わ
ず
か
６

１
９
７
４
年
（
昭
和

年
）
７
月

日

プ
ー
ル
竣
工

49

15

歩
み
の
中
で
、
輝
か
し
い
実
績
と
と
も

日
間
で
降
っ

て
し
ま
っ

１
９
７
６
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

３
代
校
長
・
茨
木
龍
信

氏

着
任

51

に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
平
成

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
９
７
７
年
（
昭
和

年
）

月

日

県
道
か
ら
学
校
ま
で
の
通
学
路
の
舗
装
工
事
完
成

10

52

10

12

年
に
発
生
し
た
８
・
２
７
水
害
で
す
。

こ
こ
大
信
地
域(

当
時
の
大
信
村)

で

１
９
８
０
年
（
昭
和

年
）
９
月

日

校
舎
前
庭
（
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
庭
７
０
㎡
）
完
成

55

10

号

喫
緊
の
課
題
と
し
て
防
災
教
育
の
重

も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
大

月

日

校
庭
拡
張
工
事
完
了
（
１
，
２
６
０
㎡
）
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
設
置

11

10

別

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
県
内
で

信
地
域
の
３
つ
の
小
学
校
区
毎
に
み
る

１
９
８
１
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

４
代
校
長
・
中
村
光
男

氏

着
任

56

特

は
災
害
の
教
訓
を
東
日
本
大
震
災
・
福

と
、
隈
戸
川
沿
い
の
山
間
部
に
あ
る
大

７
月

日

中
庭
観
察
池
完
成

翌
年
１
月

日

校
歌
額
設
置
（
中
村
光
男
校
長
寄
贈
）

26

30

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
求
め

屋
小
区
で
は
土
砂
災
害

１
９
８
５
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

５
代
校
長
・
野
口
五
郎

氏

着
任

60

て
学
習
し
て
い
る
学
校
が
多
い
こ
と
で

が
多
発
し
ま
し
た
（
住

月

日

第
１
回
学
校
祭
を
開
催

10

24

版

し
ょ
う
。
そ
れ
が
未
曾
有
の
大
災
害
で

宅
の
裏
山
が
崩
れ
、
小

訂

あ
り
、
こ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き
課
題
が
た

学
生
が
１
名
亡
く
な
っ

１
９
８
６
年
（
昭
和

年
）
４
月
１
日

福
島
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
進
路
指
導
」
研
究
校
に
指
定

61

改

く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

て
い
ま
す
）
。
下
流
の

１
９
８
７
年
（
昭
和

年
）

月

日

県
指
定
「
進
路
指
導
」
研
究
公
開

62

10

29

日

ま
せ
ん
が
、
本
校
と
し
て
は
史
上
最
も

低
地
に
あ
た
る
信
夫
一

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
４
月
１
日

６
代
校
長
・
小
野
勝
衛

氏

着
任

７

大
き
な
被
害
や
影
響
を
受
け
た
災
害
が

小
区
で
は
、
田
畑
や
住

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）

月

日

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
新
設

12

10

２

も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
８
・
２

宅
が
広
範
囲
で
浸
水
し

１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

月
１
日

第
８
回
学
校
祭
を
「
聖
流
祭
」
と
命
名
し
開
催

11

月

７
水
害
で
す
。

た
り
、
橋
や
道
路
が
流

１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
４
月
１
日

７
代
校
長
・
鈴
木
幹
男

氏

着
任

８

平
成

年
８
月

日
に
降
り
始
ま
っ

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
４
月
１
日

８
代
校
長
・
坂
路
勝
彌

氏

着
任

10

26

た
雨
は
次
第
に
強
ま
り
、
白
河
地
域
一

高
台
に
あ
る
信
夫
二
小
区
は
比
較
的
被

月

日

第

回
国
民
体
育
大
会
「
ふ
く
し
ま
国
体
」
（
野
球
・
成
年
２
部
）
に

10

15

50

年

帯
で
未
曾
有
の
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
人

補
助
役
員
と
し
て
全
校
生
が
参
加
（
於
：
大
信
球
場
）

２

８
月

日
に
は
１
日

が
避
難
し
て
き
た
そ

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
４
月
１
日

９
代
校
長
・
髙
和

靖

氏

着
任

27

で
４
０
８
ミ
リ
も
の

う
で
す
。

月
３
日

大
信
中
学
校
統
合
三
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

10

和

雨
が
降
り
続
き
ま
し

当
時
、
大
信
中
学

令

た
。
降
り
始
め
か
ら

校
で
は
校
長
先
生
は

１
９
９
８
年
（
平
成

年
）

８
・
２
７
水
害

10

８
月

日
に
降
り
止

じ
め
先
生
方
が
、
学

８
月

日

集
中
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害

31

27

む
ま
で
の
６
日
間
で

校
に
泊
ま
り
込
ん
で

午
前
２
時

分
、
裏
山
が
崩
落
、
技
術
室･

自
転
車
小
屋･

部
室

30

は
８
９
０
ミ
リ
。
白

警
戒
に
当
た
っ
て
い

が
倒
壊
、
北
校
舎
１
階
に
大
量
の
土
砂
が
流
入

河
測
候
所
の
観
測
に

た
そ
う
で
す
。
そ
し

９
月
３
日

臨
時
休
業
７
日
間
を
経
て
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
授
業

よ
る
平
年
の
年
間
降

て
午
前
２
時

分
頃
、

を
開
始

30

水
量
が
１
，
１
０
０

裏
山
が
崩
壊
し
、
北

大
信
中
あ
っ
た
か
家
族
の
５
ケ
条

第
一
条

相
手
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う

第
二
条

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
よ
う

第
三
条

お
互
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
よ
う

第
四
条

約
束
を
守
ろ
う

第
五
条

気
軽
に
相
談
し
合
お
う

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

８
・
２
７
水
害(

１
９
９
８
年)

学
校
だ
よ
り

三
年
先
の
稽
古

発
行
：
校
長

益
子

朗
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校
舎
に
大
量
の
土
砂

本
校
の
今
日
ま
で

１
９
９
９
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
東
条
正
記

氏

着
任

11

10

が
流
れ
込
み
、
技
術

の
歩
み
に
は
、
こ
う

４
月
５
日

自
転
車
小
屋
・
部
室
完
成

室
、
自
転
車
小
屋
、

し
て
災
害
を
乗
り
越

７
月

日

技
術
室
・
図
書
室
・
保
健
室
・
相
談
室
完
成

29

プ
レ
ハ
ブ
部
室
な
ど

え
た
先
輩
達
の
苦
難

月

日

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
団
体
表
彰
を
受
賞

11

18

が
倒
壊
し
ま
し
た
。

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

２
０
０
１
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
會
田
巳
喜
夫

氏

着
任

13

11

幸
い
人
的
な
被
害
は

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

月
１
日

旧
・
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
新
図
書
室
・
配
膳
室
が
完
成

11

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

２
０
０
２
年
（
平
成

年
）

月

日

第
９
回
福
島
県
中
学
校
新
人
野
球
大
会
優
勝

14

10

27

が
、
と
て
も
授
業
が

た
と
え
ど
ん
な
災
害

２
０
０
４
年
（
平
成

年
）
３
月

日

新
体
育
館
建
設
工
事
竣
工

16

10

で
き
る
よ
う
な
状
況

が
起
こ
っ
て
も
、
ま

２
０
０
５
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
佐
藤
勝
久

氏

着
任

17

12

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ず
命
を
守
り
、
そ
し

う
つ
く
し
ま
ハ
ー
ト
フ
ル
推
進
事
業
研
究
校
に
指
定

翌
日
か
ら
学
校
は
臨
時
休
校
。
先
生

て
み
ん
な
で
母
校
を

月

日

福
島
県
中
学
校
教
育
研
究
会
県
南
大
会
・
全
体
会
を
開
催

10

11

方
は
生
徒
の
安
否
確
認
と
共
に
、
１
日

も
り
立
て
て
い
く
気

月
７
日

大
信
村
の
白
河
市
へ
の
合
併
に
よ
り
改
称
、
表
札
・
校
旗
を
変
更
、

11

で
も
早
く
授
業
を
再
開
し
よ
う
と
奔
走

持
ち
を
忘
れ
な
い
で
、

白
河
市
立
大
信
中
学
校

と
称
す
る

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

前
に
前
に
進
ん
で
行

２
０
０
６
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

い
の
ち
生
き
い
き
推
進
協
力
校
に
指
定

18

の
皆
さ
ん
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く

き
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
７
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
鈴
木
憲
一

氏

着
任

19

13

だ
さ
い
ま
し
た
。
当
時
の
大
信
村
当
局

月

日

い
の
ち
生
き
い
き
推
進
協
力
校
研
究
公
開

10

25

と
か
け
合
っ
て
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

２
０
０
８
年
（
平
成

年
）

月

日

白
河
市
教
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
校
公
開

20

12

11

タ
ー
の
内
部
を
仕
切
っ
て
仮
教
室
を
設

２
０
０
９
年
（
平
成

年
）

月
２
日

白
河
市
教
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
校
公
開

21

12

け
、
机
や
椅
子
な
ど
を
運
び
込
み
、
必

２
０
１
０
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
佐
藤
俊
彦

氏

着
任

22

14

要
最
低
限
の
物
品
を
調
達
す
る
な
ど
、

２
０
１
１
年
（
平
成

年
）
１
月

日

耐
震
補
強
工
事
完
了

23

31

迅
速
な
対
応
で
、
授
業
の
再
開
に
全
面

３
月

日

午
後
２
時

分
、
東
日
本
大
震
災
発
生

11

46

的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

３
月

日
よ
り
臨
時
休
業
７
日
間

14

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、

５
月

日

バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
完
了

31

臨
時
休
業
は
７
日
間
に
と
ど
ま
り
、
授

８
月

日

校
庭
の
表
土
除
去
工
事
完
了

11

業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

月

２
０
１
２
年
（
平
成

年
）
２
月

日

震
災
復
旧
工
事
完
了

10

24

17

１
日
か
ら
は
校
舎
で
の
授
業
も
再
開
さ

２
０
１
３
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
志
村
充
代

氏

着
任

25

15

れ
た
の
で
す
。
当
時
の
あ
る
保
護
者
の

２
０
１
４
年
（
平
成

年
）
１
～
３
月

北
校
舎
大
規
模
改
修
工
事

26

方
の
お
話
で
は
、
特
に
３
年
生
の
受
験

７
～

月

南
校
舎
大
規
模
改
修
工
事

11

勉
強
に
支
障
が
出
て
は
い
け
な
い
と
、

２
０
１
６
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
笹
沼
真
一

氏

着
任

28

16

保
護
者
が
一
致
団
結
し
た
こ
と
が
、
迅

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
推
進
校
に
指
定
（

・

年
度
）

28

29

速
な
支
援
活
動
に
結
び
つ
い
た
よ
う
で

２
０
１
７
年
（
平
成

年
）

月
６
日

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
推
進
指
定
校
研
究
公
開

29

10

す
（
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
平
成

年
に
全
国

２
０
１
８
年
（
平
成

年
）
４
月
１
日

代
校
長
・
益
子

朗

氏

着
任

11

30

17

表
彰
を
受
け
ま
し
た
）
。
一
部
倒
壊
し

７
月
７
日

大
信
中
学
校
統
合
五
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

た
校
舎
の
改
修
が
終
わ
っ
た
の
は
さ
ら

月

日

Ｊ
Ｒ
Ｃ
よ
り
表
彰

10

19

に
そ
の
１
年
以
上
後
に
な
り
ま
す
。

(

研
究
推
進
指
定
校
の
功
績
に
よ
る
）

こ
う
し
て
本
校
史
上
最
大
の
危
機
を

月

日

統
合
五
十
周
年
記
念
碑
を
設
置

12

21

乗
り
越
え
た
大
信
中
学
校
。
平
成

年

（
元
大
信
村
長
・
國
井
常
夫
氏
寄
贈
）

23

１
月
に
は
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
が
完

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）

月
９
日

福
島
県
中
学
校
教
育
研
究
協
議
会

10

了
。
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
の
わ
ず
か

県
中
・
県
南
大
会
特
別
活
動
部
会
開
催

１
ヶ
月
余
り
後
で
し
た
。
耐
震
工
事
の

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
８
月

日

「
た
い
し
ん
防
災
の
日
」
創
設

27

お
蔭
で
不
幸
中
の
幸
い
、
被
害
を
最
小

限
で
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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校
長
の
つ
ぶ
や
き

し
ま
し
た
。

な
お
、
発
表

防
災
学
習
で
は
、
私
も
初
め
て
知
っ

会
に
先
だ
ち
、

た
事
実
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

校

午
前
中
に
は
自

例
え
ば
、
８
・
２
７
水
害
で
は
殆
ど

学

衛
隊
に
よ
る
防

被
害
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
赤

中

災
教
室
が
開
か

坂
地
区
で
は
目
の
前
の
中
新
城
・
下
新

信

で
あ
る｢

８
・
２
７
水
害｣

に
つ
い
て
、

城
地
区
の
道

大

学
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
の

れ
ま
し
た
。
ラ
イ
フ

路
が
水
没
し

立

防
災
学
習
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
、

ハ
ッ
ク
＝
隊
員
服
を

た
た
め
、
山

市

そ
の
集
大
成
を
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

利
用
し
て
の
担
架
作

を
越
え
て
天

河

た
が
、
年
度
当
初
か
ら
コ
ロ
ナ
危
機
で

り
や
、
け
が
人
の
応

栄
村
側
に
出

白

予
定
が
大
幅
に
遅
れ
、
学
習
回
数
も
少

急
手
当
な
ど
の
体
験

て
か
ら
矢
吹

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
、
本
物
の
南
極
の

や
白
河
方
面

し
か
し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
３
年
生

氷
を
使
っ
た
実
験
な

に
向
か
っ
た

昨
日
は
平
成

年
か
ら
数
え
て

年

や
２
年
生
が
昨
年
度
ま
で
の
経
験
を
活

ど
、
ふ
だ
ん
は
な
か

と
い
う
お
話

は
、
目
か
ら
鱗
で
し
た
。

10

22

目
の
８
．

水
害
の
日
で
す
。
本
校
で

か
し
、
ま
た
１
年
生
は
新
鮮
な
気
持
ち

な
か
で
き
な
い
よ
う

ま
た
、
当

時
の
消
防
団
の
方
か
ら
、

27

は
一
昨
年
度
の
創
立
五
十
周
年
記
念
事

で
取
り
組
み
、
短
期
間
で
よ
く
頑
張
り

な
体
験
学
習
を
さ
せ

そ
の
頃
は
養
豚

業
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、

号

業
以
来
、
本
校
の
歴
史
上
最
大
の
災
害

ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
豚
が
流
さ
れ
、

７

今
年
度
は
３
年
目
と
い
う
こ
と
で
、

昨
日
は
１
日
か
け
て
防
災
学
習
を
し

幾
つ
か
の
養
豚
場

が
廃
業
に
追
い
込

２

地
域
と
の
結
び
つ
き
、
地
域
生
活
に
活

ま
し
た
。
今
年
は
コ

ま
れ
た
と
い
う
お

話
も
伺
い
ま
し
た
。

第

か
せ
る
学
習
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置

ロ
ナ
危
機
で
例
外
で

大
信
で
養
豚
業
が

盛
ん
だ
っ
た
と

い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ

す
が
、
関
東
地
方
で

い
う
こ
と
は

う
に
７
月

日(

海
の
日)

に
は
各
方
部

は
、
例
年
８
月

日

恥
ず
か
し
な

23

31

毎
に
取
材
学
習
を
行
い
、
町
内
会
長
さ

ま
で
が
夏
休
み
で
、

が
ら
よ
く
知

ん
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞

第
２
学
期
初
日
の
９

り
ま
せ
ん
で

日

い
た
り
、
避
難
所
や
危
険
箇
所
を
確
認

月
１
日
に
、
避
難
訓

し
た
が
、
地

８

し
た
り
し
ま
し
た
。

練
や
防
災
学
習
を
し

域
調
査
中
に

２

出
来
上
が
っ
た
新
聞
を
見
る
と
、
自

て
い
ま
す
。
１
９
２
３

年

偶
然
に
大
信

月

分
た
ち
で
取
材
し
た
か
ら
こ
そ
書
け
る

９
月
１
日
に
起
こ
っ

の
シ
ン
ボ
ル

８

内
容
が
随
所
に
み
ら
れ
、
実
の
あ
る
取

た
関
東
大
震
災
を
忘

の
特
別
天
然
記
念
物
・
二
本
カ
ヤ
の
向

材
学
習
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

れ
な
い
た
め
に
、
こ
の
日
を
防
災
の
日

か
い
側
に
「
豚
霊
之
碑
」
と
い
う
の
を

年

ま
と
め
と
し
て
、
三
陸
大
津
波
の
「
姉

と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

発
見
し
ま
し
た
。

２

吉
の
石
碑
」
の
よ
う
に
、
そ
の
地
区
ご

大
信
中
学
校
で
は

ヤ

隈
戸

大
信
中
が
開
校

和

と
に
後
世
に
語
り
継
ぐ
教
訓
を
考
え
さ

８
月

日
を
、

カ

所

し
て
２
年
後
の

27

令

せ
た
と
こ
ろ
、
実
に
様
々
な
言
葉
が
刻

た
い
し
ん
防
災
の
日

本

在

昭
和

年
に
、

45

ま
れ
て
お
り
、

と
し
、
来
年
度
以
降

二

駐

当
時
の
農
林
大

感
心
さ
せ
ら
れ

も
こ
の
日
に
防
災
学

臣
が
建
立
し
た

ま
し
た
。

習
を
行
い
、
災
害
の

も
の
で
、
な
る
ほ
ど

発
表
会
で
は

教
訓
を
伝
え
て
い
き

町
屋

豚
霊
之
碑

こ
の
地
域
で
養
豚
業

の
方
部
そ
れ

た
い
と
想
い
ま
す
。

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と

16ぞ
れ
が
協
力
し

平
時
に
有
事
を
想
う

の
証
し
で
す
。
取
材
学
習
は
、

て
成
果
を
発
表

心
構
え
を
大
切
に
。

新
た
な
発
見
の
連
続
で
し
た
。

令
和
２
年
度

福
島
県

地
域
と
共
に
創
る
放
射
線
・

防
災
教
育
推
進
事
業
協
力
校

実
践
発
表

～
８
・
２
７
た
い
し
ん
防
災
の
日
～

校
歌
（
一)

丹
波
楯
山

隈
戸
川

緑
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
に

育
つ
喜
び
か
み
し
め
て

学
ぶ
大
信

大
信
中
学

わ
れ
ら

学
校
だ
よ
り

三
年
先
の
稽
古

発
行
：
校
長

益
子

朗


